
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
浮遊粒子状物質や光化学オキシダントに係る大気汚染の改善のため、固定発生源からの揮発性

有機化合物（ＶＯＣ）排出量を、平成 12 年度から平成 22 年度までに３割程度削減することを目

標に、法規制と自主的取組の双方の政策手法を適切に組み合わせた対策が進められています。 

環境省においては、対策の推進に資するため、平成 19 年度から、自主的取組を始めとするＶ

ＯＣ排出抑制対策を率先して行っている事業者又は個人・団体の活動を表彰することとしており、

各種の取組事例等を募集し、専門家で構成する検討委員会の審査を経て功労者の表彰を行うこと

としました。 

また、この表彰制度は、各地域の事業者の取組内容や名称等を公表することにより、国民に対

し VOC 対策の必要性を普及啓発するとともに、中小企業を含む幅広い事業者や団体による VOC 排

出抑制に向けた積極的な取組の促進を図ることも目的としています。 

平成 21 年度の功労者表彰の候補者を次により募集します。自薦・他薦とも歓迎しますので、

積極的にご応募ください 

 

応募用紙： 

環境省ホームページの[お知らせ・公募] 

http://www.env.go.jp/guide/kobo.html 

「平成 21年度 揮発性有機化合物（VOC）対

策功労者表彰の候補者募集について」 

よりダウンロードできます。 

応募資格： 

VOCを取り扱う事業者（本社・製造 

工場・事業所）又は VOC対策に関連す 

る個人及び団体。 

自薦、他薦（都道府県又は政令都市の環境

部局、関係公益法人など）いずれでも可で

す。  

応募・問い合わせ先： 

 (社)日本環境技術協会内 

VOC対策功労者表彰検討会事務局 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 5-11-15  

                 虎ノ門 KTビル 

TEL：03-3431-5462  

FAX：03-5472-0909 

E-mail： voc@jeta.or.jp 

（※当協会は環境省の業務受託機関です） 

表彰対象の選定方法及び表彰主体： 

応募のあった取組について、専門家から

なる「揮発性有機化合物（ＶＯＣ）対策功

労者表彰検討会」において、その技術的内

容や効果などを評価の上、優秀なものを選

定して、検討会委員長名で表彰します。 

表彰の種類：表彰は次の 2種類です。 

① VOC対策功労者特別表彰 

② VOC対策功労者表彰 

 

応募期間： 

平成 21年 7月 31日（金） 

～9月 15日（火）（必着） 

 

表彰式： 

平成 21年 12月 1日（火）午前中 

東京都区内（予定） 

 

応募方法：次の 2部門から一つ選んで応 

募して下さい。 

① VOC排出削減の自主的取組又は排出 

規制に関連した取組 

② VOC対策の推進に資する取組（第三 

者への周知、新たな仕組み作り(普及 

啓発)や排出削減に係る技術開発など） 

 


